
開催日：2026年11月11日(水)

募集定員：40名　＊事前申込(先着順)

(1)ちよだ製作所（施設見学）

(2)四国電力　羽間上池・中池水上太陽光発電所（施設見学）

(3)やしまーる（瀬戸内海を一望できる回廊型建物）学芸員による解説

(4)栗林公園見学　ボランティアガイド3名による解説

参加費：4,000円　お弁当実費（11:00から参加の方は、車中での昼食となります）

集合場所：JR高松駅

集合時間２：12:30（出発は12:40になります）

集合10:50　出発11:00　

11:30～12:00（施設見学）

（ちよだ製作所のHPから転載）

午後参加者集合 12:30　出発12:40

13:10～13:40

14:00～15:00　学芸員による解説

15:30～16:45

<バス>

７．参加申込：事前参加申込書にご記入のうえお申し込みください

四国電力では、陸上の太陽光発電の開発適地が限られる中、香川県をはじめ四国内に数多くあるため
池の水面を有効な候補地として、ため池水上太陽光発電の開発検討を進めています。ため池水上太陽
光発電所の特徴として、パネルを水上に設置することでパネルの温度上昇を抑えられるほか、太陽光
を遮るものが少ないことから、比較的高い発電効率と安定した発電量の確保が見込まれます。（四国
電力HPから転載）

2022年、屋島の山上に誕生した新ランドマーク。地形に合わせて建築された、起伏と曲線がユニーク
な約２００ｍの回廊型施設です。施設は、ガラス張りで開放感があり、屋根瓦には庵治石が使われ、
光の加減によって、色の見え方が変化するのが魅力です。周辺の自然環境と調和する中庭の散策も楽
しめ、展望スペースからは高松市街地や瀬戸内海の多島美が堪能できます。（香川県観光協会うどん
県旅ネットより転載）

栗林公園（歴史探訪）・かがわ物産館「栗林庵」

<バス>

<バス>

やしまーる（瀬戸内海を一望できる回廊型建物）

実証試験用プラントでは、一般食品廃棄物に加え、うどんまるごと循環プロジェクトに参画して製麺工場にて廃棄される端材等うどん原料
も受け入れています。
うどんまるごと循環プロジェクト：​「もったいない」を合言葉に、NPOや企業、行政、農家、教育機関、ボランティアなどが関わる「うどん
まるごと循環コンソーシアム」が2012年1月に結成されました。これが、産学民官の協働プロジェクトの立ち上げです。廃棄処分されるうど
んを「資源」として有効活用するとともに、新しい協働の循環型社会づくりをめざして活動を始めました。また、「うどんをまるごと循環
させる」ことを通じて、化石燃料の代替燃料としてバイオマスエネルギーを活用し、地球温暖化防止にも貢献しています。

ちよだ製作所（メタン発酵バイオガスプラント）

四国電力　羽間上池・中池水上太陽光発電所

バス車内で四国電力株式会社 再生可能エネルギー部担当者様より水上太陽光発電所の概要説明をいただきます

高松駅バスターミナル

高松駅 17:00　自由解散

国の特別名勝に指定されている文化財庭園の中で、最大の広さを持つ栗林公園は、高松藩主松平家の別邸として、歴代藩主が修築を重ね300年
近く前に完成しました。緑深い紫雲山を背景に6つの池と13の築山を巧みに配し、江戸初期の回遊式庭園として、すぐれた地割り、石組みを有
し、木石の雅趣に富んでいます。（香川県観光協会うどん県旅ネットより転載）

2026年(令和8年)　 日本太陽エネルギー学会
研究発表会 見学会のご案内

<バス>

５． 集合場所・時間

集合時間１：10:50（出発は11:00になります）

６． 見学会行程

４．

１．

２．

３． 見学先

高松駅バスターミナル


	案２

